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災害廃棄物の特徴（多量な土砂の発生） 

出典：中日新聞 

出典：国立環境研究所 提供：日本工営 



災害廃棄物の特徴（多量な流木の発生） 

出典：時事通信社 提供：日本工営 



災害廃棄物の現状 

災害廃棄物調査報告書（島岡研究室（九州大学）） 

朝倉_環境センター南側ゲートボール場（甘木地域仮置場） 

・7月9日開設  
AM7：00から搬入受け入れ開始 
・広さ：グーグルMap計測で駐車場
含み約0.5ha 
（朝倉市内の仮置場では最大） 
・現場は4名（受付2名、場内指導2
名） 
・舗装されている駐車場に畳、家電
、金属類を受入 
・ゲートボール場（未舗装）に可燃・
ガラス・金属・トタン・塩ビ・がれき・
スレート・陶器・コンクリ・セメント瓦・
竹・角材等・樹木の看板で置場をわ
けて受入 



災害廃棄物の現状 

災害廃棄物調査報告書（島岡研究室（九州大学）） 

  

  

  

可燃物の状況 

たたみの状況 可燃物の搬出状況 

未舗装による泥濘状況 



災害廃棄物の現状 

災害廃棄物調査報告書（島岡研究室（九州大学）） 

入地中町リサイクルセンター（朝倉地域仮置場） 

・7月9日開設  

 AM7：00から搬入受け入れ開始 

・広さ：約0.25ha 

・現場は6名程度の職員 

 小型のホイールローダが稼働 

・泥濘がひどく、入場した車でスタ
ックしている車が多数 

 



災害廃棄物の現状 

災害廃棄物調査報告書（島岡研究室（九州大学）） 

搬入のための長い車列 

混合廃棄物の状況 
分別が上手く行っていない状況 

未舗装による泥濘化 



災害時の廃棄物対策3つの柱 

初
期
対
応 

中
長
期
対
応 

②生活ごみ 
 ●集積所等で悪臭やハエの発生、景観の悪化 
 →他市町村からの応援 

   

③災害廃棄物(がれき) 
 ●生活再建・復興の支障  
 →仮置場の設置と集積 

 →発生量の推計 

 →広域処理体制の構築 

 

①し尿 
  ●仮設トイレ等の槽が満杯に・・・ 
 →し尿処理業界が各地から応援 

環境省資料 平成28年4月22日公表 



災害廃棄物の処理フロー 

被
災
現
場 

破砕・選別装置
により分別 

二次仮置場 

焼  却 

 
最終処分 

再生利用 

一次仮置場 

木くずなど 

金属、砂利など 

ガラスなど 

最終処分場 

 産廃処理業者も活用 

受入時 
から分別 

環境省資料 平成28年4月22日公表 



災害廃棄物量の推計方法 

災害廃棄物量＝Σ（被害棟数（棟）×発生原単位（t/棟）） 

災害廃棄物量＝Σ（被害棟数（棟） × 平均延床面積（m2/棟） 

                                           ×発生原単位（t/m2）） 

（1）環境省 

（2）内閣府 

全壊：117 
半壊： 23 

※東日本大震災（岩手及
び宮城）の実績に基づく 

・木造              ： 0.70  （＝可燃 0.20＋不燃 0.50） 
・非木造（RC造）： 1.11  （＝可燃 0.12＋不燃 0.99） 
・非木造（S造）   ： 0.71 （＝可燃 0.08＋不燃 0.63） 

全壊 

※阪神淡路大震災の実績に基づく 
※熊本県災害廃棄物処理
計画（平成28年3月） 

・木造   ： 0.6 

・非木造： 1.0 

全壊 

島岡先生（九州大学）講演資料より 



災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 

公益社団法人 地盤工学会 

 災害からの復興における災害廃棄物、建設副産物及び 

 産業副産物の有効利用のあり方に関する提言検討委員会 報告会資料 

津波による大量土砂の発生 



災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 

公益社団法人 地盤工学会 

 災害からの復興における災害廃棄物、建設副産物及び 

 産業副産物の有効利用のあり方に関する提言検討委員会 報告会資料 
膨大な災害廃棄物の発生（混合廃棄物） 



13 

地盤工学会ホームページからダウンロード可能 

URL : https://www.jiban.or.jp/?page_id=428 



本ガイドラインの構成 

第4章 循環資材による復興資材の改良

第5章 モニタリング

3.1 海岸堤防
3.2 河川堤防
3.3 港湾施設
3.4 水面埋立
3.5 土地造成
3.6 道路盛土

1.1 目的
1.2 基本的な考え方
1.3 用語について
1.4 関連する法令と指針

2.1 有効活用の範囲
2.2 有効活用の記録・保存
2.3 品質評価
2.4 ストックヤードの活用
2.5 環境安全性
2.6 放射性物質の影響
2.7 検査頻度
2.8 その他留意すべき事項

特に 2.4, 2.5 と関連

特に 2.2, 2.5 と関連

3.7 鉄道盛土
3.8 農用地
3.9 海岸防災林
3.10 工作物の埋戻し
3.11 裏込め

第3章 用途と活用方法第1章 総説

第2章 共通事項

14 
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津波堆積物 
主体 

不燃系混合物 

分別土A種 分別土B種 

高度選別処理（二次処理） 

復興資材として利用 セメント原料等 （最終処分） 

起源 

処理物 

用途 

一次振動ふるい 

不燃物（C種） 

可燃系混合物 

地盤工学会震災対応委員会（一部修正） 

災害廃棄物・津波堆積物の処理の流れ（例） 

一次ふるい下 

災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 



災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 

公益社団法人 地盤工学会 

 災害からの復興における災害廃棄物、建設副産物及び 

 産業副産物の有効利用のあり方に関する提言検討委員会 報告会資料 



回転ふるい（トロンメル） 手選別 

重機選別 振動ふるい 

17 

一軸破砕機 

破砕 選別 
二次仮置場での選別 

磁力選別 

比重差選別（水中選別） 

風力選別 

など 

スライド： 京大 勝見 氏 

災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 

公益社団法人 地盤工学会 

災害からの復興における災害廃棄物、建設副産物及び 
産業副産物の有効利用のあり方に関する提言検討委員会 
報告会資料 
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災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 

公益社団法人 地盤工学会 

災害からの復興における災害廃棄物、建設副産物及び 
産業副産物の有効利用のあり方に関する提言検討委員会 
報告会資料 
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災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 

公益社団法人 地盤工学会 

災害からの復興における災害廃棄物、建設副産物及び 
産業副産物の有効利用のあり方に関する提言検討委員会 
報告会資料 

高度分別処理された分別土 



災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 

廃木材の処理 



災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 
廃木材の処理 



災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 

廃木材の処理 



災害廃棄物の2次処理（東日本大震災の場合） 

廃木材の処理 



災害廃棄物の2次処理（有効利用法の提案） 

大分県日田市にある木質バイオマス発電所 

西日本新聞経済電子版（2013年9月7日） 

災害発生木材をチップ化し、バイオマス発電所の燃料として有効活用 

木質発電所、九州に続々 林業地「買い取り制度」
が後押し 



多量な含水する土砂（まさ土）の処理法の提案 

竹林による斜面崩壊 

　

吸水比

形状 最大長さ：30mm 最大長さ：20mm 最大長さ：40mm

吸水材

竹チップ 竹フレーク 木チップ

203.2% 430.5% 352.5%

竹チップや木チップの吸水性を生かした高含水土砂処理の提案 



運搬可能な材料へ改良する 

吸水材による底泥の改良効果 

運搬する際の処理土の目標強さ 
       
qu≧30(kN/m2)になるように改良は可能 

コーン指数試験により評価を行うため 
 
qc≒5quより 
      目標コーン指数qc=150(kN/m2)  

落水後の底泥のみの運搬は高含水比なため困難 

コーン指数試験 

吸水効果の利用 含水比の低下 

底泥 竹フレーク・竹チップ 混合材 



運搬 

 

 運搬 

吸水後 

掘削 

 

 

吸水材 
 (木チップ・竹チップ) 

混合＋攪拌 

吸水材（廃竹・木材） 

環境負荷の低減 

【竹・木チップによる高含水比土砂（まさ土）の改良】 



（c）w=90% B=30% （d）w=90% B=40% 

（c）w=90% B=20% （d）w=90% B=30% 

竹チップ 

木チップ 

多量な含水する土砂（まさ土）の処理法の提案 

qc=140kN/m2 

qc=470kN/m2 qc=90kN/m2 

qc=350kN/m2 

目標強度：qc=150(kN/m2)  



 

・多量な水を含む土砂（まさ土）と廃木材が発生 

・災害廃棄物は初期対応段階：生活ごみ収集・処理 

 

・仮置き場における災害廃棄物の詳細調査 

・仮置き場の維持管理状況の把握 

・災害廃棄物の地盤工学的な利用の検討と提案 

・仮置き場閉鎖後の地盤環境状態の把握 

まとめと今後の課題 

災害廃棄物のまとめ・特徴 

今後の取り組み 



本報告内容は、速報的にまとめたものです。 

現地調査や資料分析等の詳細な調査により、
今後内容が更新されることがあります。 


